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上越市においても新型コロナウイルス陽性者が増えてきています。 

うまく対処するには「先ずは敵を知ることが大切！」ということで皆さんのテーブルに１部ずつ「新型コロナ

ウイルス感染をのりこえるための説明書（デルタ株編）」を配らせていただきました。こちらは長野県の 諏訪

中央病院の玉井道裕医師が作成されたもので、かわいいイラスト付きでわかりやすい説明書です。 

子供たちの感染も増えており、子供たちも読めるものとしてご紹介させていただきました。今回、ご覧になっ

ていただいて会社の社員やその家族

に配布したいと思われましたら、長野

県茅野市の HP、または諏訪中央病院

の HP からダウンロードできますので

ご活用ください。 

様々な情報が飛び交う中、怖いと恐

れて何も行動しないのでは無く、「有

益な情報得て、適切な感染予防をしな

がら、行動していくことが大切」と思

い、皆様にご紹介いたしました。 

本日の卓話は高田東ロータリーク

ラブの会員であり、上越市議会議員の

橋本洋一様から「あぶない刑事（デカ）

のあぶなくない仕事」をお話しいただ

きます。 
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8 月 27 日（金）規定となる総会の成立を確認後、

中田会長が議長となり臨時総会を開催しました。

「2020-21 年度決算報告」について満場拍手にて承

認されました。 

 

青少年奉仕委員会 8/28 高田 RAC 創立 50 周年 

記念事業のご案内 

会員増強委員会 例会同伴者申込のお願い 

 

 

山田 守君 9/24 佐藤明臣氏(新井妙高 RC) 熊木

繁雄氏(直江津 RC)の受賞を祝う会のご案内 

 

第7回例会 8月 27日(金) №6 

 
 

 
 

 
 

 
 

出典：長野県茅野市 HP、組合立諏訪中央病院 HP 
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配布物：週報№5、決算報告書、年間プログラム・ 

委員会組織表 

 

 

回覧物：新型コロナウイルス感染をのりこえるた

めの説明書（デルタ株編）

 

 

 

 

高田東ロータリークラブ 橋本 洋一 様 

 

私は上越警察署の署長を最後に定年退職しました。警察は部下の不祥事に

は厳しい組織です。あぶない刑事にあぶない仕事をさせていたら、こうはい

かなかったかもしれません。ちなみに警察官は自分をデカとは呼びません、

ケイジです。明治時代の刑事を角袖と呼んだことから、カクソデ→クソデカ

→デカと変化していったのです。 

 警察官というのは、手帳がなければ暴力団員と同じです。署長は署員から

「親分」「うちのおやじ」と呼ばれるし、署長は署員のことを「子分」「うち

のこども」と呼びます。昔は警察官の仕事を指して「一升酒を飲んで、一升

瓶を持って、橋の欄干を歩け。落ちそうになったら引っ張ってやる」なんて言ったものですが。それぐらい、

仕事を思い切ってやれ、ということです。 

 人事担当をしたこともありますが、「１日徹夜すると３日休まないと駄目です」なんてタイプは、警察官に

勤まりませんね。採用時には首から下、つまり体力に自信のある人間を、現場で一級品に育てていきます。そ

れには酒です。人材教育に限らず仕事でも、面接を１００回するより、酒を１回飲み交わす方がどれだけ有効

か。私が高田東ＲＣに入会したのも、酒席に誘われたのがきっかけでした。 

 でも、今の若い人に志望を聞くと「鑑識に行きたい」「科捜研で働きたい」「サイバー犯罪対策課が希望です」

とかが多いそうです。なんでも、人を相手にするのが嫌なんだとか。人材育成は難しいものです。 

 （広報・会報・雑誌委員会で「あぶない話」を省略し、要旨をまとめました） 

 

 

 

8 月 28 日（土）高田ローターアクトクラブ 50 周年記念事業として、高田城址公園内にある時計台・噴水・

あずまや周辺の清掃活動を総勢 32 名で行いました。 

 
 

あぶない刑事（デカ）のあぶなくない仕事 ～人材育成は難しい～  

 
 


